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躍動をかたちに　進化するまち　こだいら
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　小平市が昭和３７年１０月１日、都内で１１番
目に市制を施行して以来、本年で５０周年と
いう記念すべき節目の年を迎えたことは、
誠に喜ばしい限りです。
　歴史をさかのぼりますと、今から約３５０
年前に小川九郎兵衛によって開拓されまし
た小川村が現在の小平の始まりとされてい
ます。開拓当時の小平一帯は、水を得るの
が難しい荒野であり、たいへん厳しい環境
の中、開墾が進められ、新田村が開拓され

ていきました。こうした先人の努力と忍耐によって、今日の発展の
基盤が形作られました。また、５０年前の市制施行当時の小平市の人
口は約７万人でしたが、現在の人口は１８万人を超えるまでになり、
東京近郊の中堅都市として大きく発展を遂げてきました。これもひ
とえに、市民の皆様を初め、多くの皆様のまちづくりに対しますご
支援、ご協力のおかげと深く感謝を申し上げたいと思います。
　本年は、市制施行５０周年を記念するさまざまな催しが予定されて
いますが、市議会では７月に子ども議会を開催します。子ども議会
を通して、子どもたちが議会の仕組みを体験することや、子どもた
ちとより多くの市民が議会や市政に対する理解や関心を深める機会
となることを期待しています。
　市議会としても、二元代表制における市政５０年の一翼を担ってま
いりました伝統と歴史を踏まえ、新しい時代の小平市を創造するた
めに、市民の皆様の声に応えながら市民福祉のより一層の向上に取
り組んでいきたいと思います。

　５０年前、小平市の人口は７万人あまり。
現在は、先人の計り知れない労苦の結晶に
より１８万人を超える中核都市へと発展して
きました。５０年後の未来は容易に予測でき
ませんが、次世代に向けた新たな展望を開
くため、大きく一歩踏みださなければなり
ません。
　今後は、高齢社会などの社会経済の変化
に柔軟に対応できる持続可能なまちづくり
が必要になってきます。物質的な豊かさよ

りも精神的な豊かさを求める、互いに支え合う社会の実現です。
　私は、この市制施行５０周年という半世紀に一度の節目に、特別な
想いを持っています。５０年後、１００年後の未来に向けて、大きくかじ
を切らなければならないからです。それは、既成概念を乗り越え、
市政を前進させていかなければならないからです。
　真に豊かさを実感できるシステムづくりは、地域のさまざまな課
題を自ら解決していく住民自治そのものであります。そのための支
援を行っていきたいと考えます。これはモデルのない壮大な取り組
みです。この取り組みの際には、市民の皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。
　今年は、市制施行５０周年を記念するさまざまな事業を予定してい
ます。市民の皆様には、ぜひ積極的にご参加いただき、小平に愛着
や親しみを感じてもらいたいと思います。
　過去と未来の小平に想いをはせながら、ふるさと小平を盛り上げ
ていきましょう。

　これまでの小平を支えてきた市民の皆さんと、これからの小平を支え
ていく市民の皆さんにスポットを当て、３つのキーワードで推進しま
す。
［１］ふるさとの文化や歴史を再確認する事業群「あゆみ」
［２］将来を築く子どもが夢を描く事業群「きぼう」
［３］新たな風を吹き込み、みどりあふれる将来の小平への魅力づく

り、仕掛けづくりを行う事業群「いぶき」

市制施行５０周年
記念事業の構成

市へのあゆみ
　小平の開拓の歴史は、３５５年前にさかのぼります。徳川家康によって
幕府が開かれてから、江戸周辺では人の往来も激しくなり人口もしだい
に増加してきました。人口の増加とともに、水に対する需要も増え、井
の頭から水を引いた神田上水をはじめ、玉川上水や野火止用水が造られ
ました。しかし、江戸に比べ、武蔵野一帯は住む人もなく荒涼とし、旅
人などの困難はたいへんなものでした。こうしたなかで、明暦２年
（１６５６年）小川九郎兵衛によって小川村が開拓されました。さらに享保
年間（１７１６、１７３６年）には小川新田、大沼田新田、野中新田与右衛門組、
野中新田善左衛門組、鈴木新田、廻り田新田と次々に開拓されました。
　明治２２年４月１日に武蔵野の新田村と
して成り立ってきた７つの村が合併され
「小平村」となり、昭和１９年２月１１日に
「小平町」となりました。
　昭和３５年の国勢調査で、人口が５２，９２３
人と発表され、法で定められた「市」と
しての要件も整い、昭和３７年１０月１日、
全国で５５８番目、東京都で１１番目の「市」
として誕生しました。

あゆあゆみみ「郷土の歴史、伝「郷土の歴史、伝統統
文化を大切にする」ため文化を大切にする」ためのの
事業のグルー事業のグループプ

きぼきぼうう「未来を創る子「未来を創る子どど
もたちを大切にする」もたちを大切にする」たた
めの事業のグルーめの事業のグループプ

いぶいぶきき「魅力あるまちづ「魅力あるまちづくく
りへの活動を大切にするりへの活動を大切にする」」
ための事業のグルーための事業のグループプ
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